
学習院大学における教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画 

目標 
学習院は、1847（弘化 4）年の開設以来、日本における学校教育の先鞭的役割を担ってきた。1949（昭

和 24）年に新制の学習院大学（以下、「本学」）が開設された際の設立趣意書は、「進んで新時代の開拓
に堪ふる、高潔なる人格と、卓抜なる識見と、豊富な教養とを有し、基礎的理論的な深い知識を現実の
生きた世界に活用することが出来、人類と社会とに奉仕する熱情に燃え、新日本の再建に貢献するや
うな男女人材の育成に堪へる学校たらしめたいと念じている」と宣言している。同時に、本学における
大学教育の特色として「一面に国際的知識の養成、外国語の錬熟と共に世界と国内との生きた現実の
理解、更に進んでは文化国家としての日本の遠大な理想足る東西文化の融合をめざして」と述べ、国際
的な視点による教育の重要性を設立当初より謳っている。この理念と目的に立脚して、翌年ただちに
教職課程を設置し、以後多くの学校教員を輩出している。 

このような本学設立の理念と目的は、国際化が進展し、変化が激しい 21 世紀の現代社会において、
ますます時代に適ったものとして輝きを増してきている。現在の本学の理念・目的としても、「精深な
学術の理論と応用とを研究教授し、高潔な人格及び確乎とした識見並びに健全で豊かな思想感情を有
する、文化の創造発展と人類の福祉に貢献する人材を育成することを目的とする」ことを謳っている。
その理念・目的の実現に向けて、本学での 3 つのポリシーが掲げられ、取り組まれている。 
すなわち、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）では、「各課程において、各学部・

学科及び研究科・専攻の履修規定に即して必要な単位を修得し、必要な修業年限を満たした上で、精深
な学術の理論と応用とを研究教授し、高潔な人格及び確乎とした識見並びに健全で豊かな思想感情を
有していると判断した場合に、それぞれの学位を授与」するとしている。このディプロマ・ポリシーに
掲げる能力を身につけるための教育課程として、カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方
針）では、「各学部・学科及び研究科・専攻において必要とされる科目を体系的に編成し、講義、演習、
実験、実習若しくは実技を適切に組み合わせた授業を行」うとしている。さらには、アドミッション・
ポリシー（入学者受入れの方針）では、上記 2 つのポリシーに定める教育を受けるために必要な、「各
学部・学科及び研究科・専攻で掲げる知識・能力や目的意識・意欲を備えた学生を、各種選抜試験を通
じて受け入れ」としている。 

本学では、上述のような設立趣意、理念と目的、各ポリシーを踏まえた教養教育と専門教育を基盤と
して、各学科及び専攻でそれぞれに相応しい教職課程を設置し、国際的な視野からの幅広い教養を育
成することを踏まえ、教科に関する専門的な学力と教育に対する深い理解を養うこと、教育者として
の情熱と豊かな使命感を養うこと、そして優れた実践的指導力の基礎を養うこと、を目標として教員
養成（教職課程）教育を行っている。 

計画 
上記の目標を達成するために、全学共通的な教員養成（教職課程）教育では、主に次のような諸点を

特色として取り入れ実践している。すなわち、第一に、教師として生涯にわたって学び成長し続ける基
盤形成を図る教職関連科目の理論的体系的な教育を行うこと、第二に、体験的な学習をカリキュラム
に取り入れ、グループ討論・発表形式・実習型など多様で活動的な学習形態によって教育を行うこと、
第三に、実践的指導力の基礎を育成するために模擬授業や事例研究などを取り入れ、指導陣にも現場
教師を数多く招聘し、教育実践に基づいた教育を行うこと、そして第四には、教職課程ゼミや教職合宿
などの課外活動も開催し、自主的主体的な学習態度の育成を図るとともに、教職履修学生同士や本学
卒業現職教員との交流を図ること、を特色として取り入れ、実践しているのである。 

以上のような全学共通的な教員養成（教職課程）教育の目標と計画を踏まえつつ、各学科及び専攻に
おいてもそれぞれ以下に掲げるような固有な目標と計画を掲げて教職課程運営を行っている。 


